
DP 到達目標 レベル3 レベル2 レベル1 評価方法

B
技術者倫理について考えることがで
きる．

技術者倫理を実践している． 技術者倫理について意識している．
技術者倫理について考えることがで
きる．

ゼミ

F
研究成果を論文にまとめ，口頭発
表し，聴衆からの質問に回答するこ
とができる．

論理的な根拠と共に研究成果を分
かりやすく論文にまとめている．

研究成果を分かりやすく論文にまと
めている．

研究成果を論文にまとめている． 論文

聴衆が理解しやすいように工夫され
たスライド等を用いて，発表時間を
有効に使って発表している．

スライド等を用いて，発表時間を概
ね守って発表している．

スライド等を用いて発表している． 発表

質問に対して，論理的かつ明確に
回答している．

質問内容を理解して回答している． 質問に回答している． 発表

G
他者の意見を参考にして問題解決
策を検討することができる．

他者（教員を含む）と協働して問題
を解決している．

他者（教員を含む）との討論を問題
解決に活用している．

他者（教員を含む）の意見を参考に
して問題解決策を検討している．

ゼミ

H
現時点での問題点をあげることが
できる．

論文中に未来を見据えた展望また
は課題に関する記述がある．

論文中に近い将来に向けた展望ま
たは課題に関する記述がある．

論文中に現時点での問題点に関す
る記述がある．

論文


